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パルコープ子ども食堂フードバンク・フードドライブ活動に関する詳細は
ホームページでご覧いただけます。

https://www.palcoop.or.jp/au_ji/kodomoshokudou/
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　共同購入の卵について
は、定期的に抜取検査を行
なっています。
　また、店舗については毎
月主要品目の鮮度管理の点
検を行い、結果は売り場で
も掲示しています。

＜卵黄の色の違い＞
　鶏のエサに含まれる天然の色素により、卵黄の色が変
化します。この色素にはいろいろな種類があるため、卵
黄の色も薄いクリーム色から濃い橙（だいだい）色まで
差が生じます。

＜卵白のにごり＞
　卵白が白くにごっているのは新鮮な卵であることを示
しています。にごりの原因は殻が形成されるときに卵白
に炭酸ガス（二酸化炭素）が溶け込むためです。産みた
ての卵の卵白には炭酸ガスが多く含まれていますが、し
だいに殻の微細な穴から空中へ放出されていき、卵白は

透明になります。
　新鮮な卵はゆで卵にすると殻
がむきにくいため、卵のとがっ
ていない殻の先端部に少しヒビ
をいれ、炭酸ガスを追い出しな
がらゆでると上手に殻をむくこ
とができます。

●毎月の検査室だよりはHPにも掲載しています。https://www.palcoop.or.jp/au_ji/kensashitsu/
●放射能・輸入食肉検査の取り組みは https://www.palcoop.or.jp/radioactiv_lab/

商品検査室だより ６月度 卵の色について

【商品の相談受付状況】
125件

６月度検査状況（21.５.21～21.６.20）
【商品検査のとりくみ】
　商品検査数　1227件（計画比105.3％）

※その他…店舗・福祉施設の設備の衛生検査など

検査の種類 検査件数 注意品及び結果
微生物検査 745 5（品質上の問題なし）

残留農薬検査 50 なし

理化学検査 235 なし

残留放射能
（放射性物質）検査 30 なし

輸入食肉検査 22 なし

その他※ 145 なし

各種、検査のよ
うすを動画でご
覧いただけます→

☆卵黄の色の違い
☆卵白が白くにごっている

理 事 会 監・ 事 会 報 告 2021年度� 第３回
７月９日

〈監事会報告〉2021年度　第３回定例監事会（７月９日）
①前回監事会以降の監査状況を報告確認しました。 ②共同購入事業・管掌理事のヒアリングを行いました。

事業概況
（単位：千円）

６　月　度 累計（４～６月）
実　績 計画比％ 前年比％ 実　績 計画比％ 前年比％

供 給 高 5,222,097 110.9 94.4 15,454,161 107.7 92.2
供給剰余金 1,506,439 114.1 96.3 4,396,321 110.6 95.5
福祉剰余金 419 22.2 35.2 6,737 105.7 114.6
事業総剰余金 1,644,000 113.6 96.8 4,815,279 110.4 96.5
事 業 経 費 1,407,512 98.7 103.5 4,119,590 99.0 103.0
事業剰余金 236,488 － 69.9 695,689 353.4 70.1
経常剰余金 243,142 916.4 78.1 728,459 314.1 73.2

※実績・計画・前年実績のいずれかが「マイナス」で比較ができない箇所は、「―」で表しています。

おもに討議、確認した内容
●2021年度2021年６月度事業報告
●�日配部門「パン」「乳製品」のパル独自化について
●�組合員サービスセンターの受付時間変更に伴

う、PB商品の問い合わせ表示の変更について
●くらし・他団体、支援活動の進捗について

卵白が白濁している卵

検査室では卵質検査を実施しています

「もったいない」を「ありがとう」へ
～食材が子ども食堂さんに届けられるまで～

　パルコープは、2017年に「パルコープ子ども食堂フードバンク」を立ち上げ、
配達エリア内にある子ども食堂を中心に食材を届けています（2021年５月現在：
60団体65カ所の子ども食堂と３つのシングルマザー支援団体）。

　お取引先さまや地域の商店な
どからの寄付もあり、取り組み
がひろがっています。

　冷凍品・常温品を１日に10軒
ずつくらい２週間かけて順番に
配達。冷蔵品は賞味期限を十分
に考慮しながら、子ども食堂さ
んの開催日にあわせてお届けし
ています。

　枚方物流センターで、組合員さんなどのボランティアスタッフに
よる仕分けを行います（毎月１回開催・この日は16名参加）。

　パルコープの店舗や組合員会館に組合員さんに
持ち込んでいただいた食材の他に、行政の施設や
地域の商店街などに専用の回収ボックスを設置しています。

※回収状況や設置場所などは６ページ参照

仕入れた商品の予備や返品された食材

ボランティアスタッフによる仕分け

子ども食堂さんに配達

フードドライブ活動で
集まった食材

◀�子ども食堂さんごとに、開催日数や
開催規模で計算した割合で食材を仕
分ける。使う状況を思い浮かべ種類
がバラバラにならないようになどを
考えて入れていく（写真は冷凍品を
各子ども食堂さんの札が付けられた
保冷ボックスに入れる作業のようす）

◀伊藤忠食品さま
　から

▲�集まった食材は必ず、賞味期限
が切れていないか、破損したり漏
れていないかをひとつずつチェック。

　�冷蔵品や冷凍品もあるため、室温は冷蔵庫並み。
夏でも防寒具を着て作業を行う ▲�配達日まで一時保管。なるべく

開催日を考慮して順番にお届け

子ども食堂応援募金で購入
した専用のワゴン車で配達

子ども食堂担当職員の
おふたり

シングルマザー支援
団体さんへお届けす
る食材は、レトルト
食品やインスタント
食品・ お菓子など
「箱に入れて発送し
やすい」常温品を

お届けまでに時間差があるので、フードド
ライブに食材を出していただく時は“賞味
期限が１ヵ月以上の物”をお出しくださいね

◀廃棄される食材

ボランティアに参加されている方にお聞き

しました。「子どもの貧困や孤食のことを

聞くと胸が痛みます。少しでもお手伝いで

きればと参加していますが、みなさんが待

ってくれていると思うと嬉しいですね」

この日配達した酉
とり

島
しま

こども食堂・立川
さんにお聞きました。「現在、集まっ
ての子ども食堂はコロナウイルス感染
拡大を避けるために中止しています
が、お弁当を作って無料で配布する月
もあるので、食材は大変助かります。
使い切れない場合でも、ひとり親の家
庭や生活保護を受けておられる家庭に
お渡ししたりしています」

子どもさんに会えること
もあり、楽しいです

ピンクの回収ボックスと
のぼり旗が目印


